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我々は、2015年度打ち上げ予定の次期X線天文衛星ASTRO-H搭載軟X線 CCDカメラ (Soft X-ray Imager:
SXI)の開発を行ってきた。SXIは、4つの CCD素子をモザイク状に配置することにより、38′ × 38′の広視野で
0.4–12 keVのエネルギー帯域の撮像と分光を行う。CCD素子は Pチャンネル裏面照射型を使用している。
単色のX線が入射した場合、CCDで取得される波高値のエネルギー分布は、CCD固有の確率分布に従う。こ

の確率分布を決める各パラメータは入射X線のエネルギーに依存し、これをモデル化したものが応答関数である。
天体からの本来のX線の情報を正確に知るためには、精度の良い応答関数の構築が要求される。
これまで、我々は SXIフライトモデルを用いた地上較正実験を行い、応答関数構築に向けた解析を行ってきた

(井上他 2015年秋季年会)。SXI の CCD 上には、いくつかの電荷転送の異常領域が存在する（内田他 2016年春
季年会）。今回、このような領域ではエネルギー分解能が悪化することを確認した。そこで、SXI の応答関数を
CCD素子の場所毎にパラメータ化し、打ち上げ前の最終版の較正データベースとして整備した。この較正データ
ベースは打ち上げ後の観測で精度を評価し、全世界のユーザーへ公開する予定である。本講演では、以上のよう
に構築した SXI の応答関数について報告する。


